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2月

くらしの
アンテナ

役場　32- 1111
■ 宇津眥賀支所　32- 1140
向津具支所　34- 1111

■ 中央公民館　32- 1116

お
子
さ
ん
の
顔
写
真
募
集

広
報
ゆ
や
で
は
、
今
年
も
3
月

号
の
表
紙
に
、
節
句
を
迎
え
ら
れ

る
子
ど
も
さ
ん
の
顔
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い

た
写
真
は
、
も
れ
な
く
掲
載
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
記
念
に
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
写
真
■
平
成
8
年
1
月

1
日
か
ら
1
2月
3
1日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
の
子
で
、
町
内
在
住
者
。

応
募
要
領
一
写
真
の
裏
に
、
自
治

会
名
、
保
護
者
氏
名
、
お
子
さ
ん

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月

日
を
書
い
て
役
場
企
画
課
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

締
切
1
2
月
1
7日
（
月
）

問
合
せ
先
」
油
谷
町
役
場
企
画
課

3
2
1
1
1
1
1

改
訂
版
油
谷
町
略
年
表

3
月
1
日
発
売
予
定
！

昭
和
4
4年
3
月
に
油
谷
町
略
年

表
が
発
刊
さ
れ
て
、
2
8年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

郷
土
の
出
来
事
を
年
代
順
に
わ

か
り
易
く
ま
と
め
た
も
の
で
、
大

変
便
利
な
も
の
で
し
た
が
、
初
版

本
も
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
そ

の
後
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
も
。

「
改
訂
版
を
発
刊
し
て
は
」
と
い

う
声
が
強
ま
り
、
昨
年
度
か
ら
そ

の
調
査
研
究
に
着
手
し
て
い
た
も

の
で
す
。

こ
の
度
、
よ
う
や
く
発
刊
の
運

び
と
な
り
、
3
月
1
日
に
発
売
の

予
定
で
す
。
1
部
7
5
0

円
の

有
料
配
布
と
な
り
ま
す
。
後
日
、

自
治
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
ご
希
望

を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
多
く
の
ご
購
入
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

海
技
免
状
の
更
新
講
習

海
技
免
状
の
有
効
期
間
は
、
5

年
で
す
。
免
状
の
更
新
に
あ
た
っ

て
は
、
更
新
講
習
を
受
講
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有
効
期

限
が
過
ぎ
て
失
効
し
た
免
状
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
人
の
失
効
再
交
付
講

習
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

日
時
1
2
月
1
6日
（
日
）
1
0時
～

H
時
3
0分
（
9
時
3
0分
受
付
）

場
所
一
長
門
市
中
央
公
民
館

持
参
品
」
免
状
、
写
真
2
枚
（
3

m
x
3
m
）
ス
ピ
ー
ド
可
、
認
印
、

黒
ボ
ー
ル
ペ
ン

受
講
料
■

更
新
講
習
　
7
、
4
2
0

円

失
効
再
交
付
講
習

1
4
、
4
0
0

円

申
込
・
問
合
せ
先
」
油
谷
町
商
工

水
産
課
　
3
2
‐
1
1
1
1
ま
た

は
（
財
）
関
門
海
技
協
会
　
0
8

3
2
‐
6
6
‐
4
0
2
9

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
の

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」

山
口
県
で
は
、
森
林
づ
く
り
へ

の
県
民
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、

意
欲
の
あ
る
個
人
及
び
団
体
を
登

録
し
て
、
森
林
づ
く
り
に
直
接
参

加
す
る
機
会
と
各
種
の
情
報
提
供

及
び
自
主
的
な
活
動
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
山
口
県

林
政
課
（
　
0
8
3
9
‐
3
3
‐

3
4
6
0
）
　へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
9
年
度
古
文
書
専
修

講
座
受
講
生
募
集

県
文
書
館
で
は
、
山
口
県
の
歴

史
に
か
か
わ
る
古
文
書
を
読
み
解

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
9

年
度
の
古
文
書
専
修
講
座
（
上
級
）

を
開
催
し
ま
す
。

実
施
日
時
・
回
数
■
4
月
以
降
の

毎
月
第
2
火
曜
日
　
　
連
続
1
2回

1
3時
3
0分
～
1
5時
3
0分

開
催
会
場
I

山
口
県
立
山
口
図
書
館
研
修
室

講
師
一山

口
県
文
書
館
専
門
研
究
員

受
講
料
■
無
料

募
集
対
象
者
・
定
員
　
文
書
館
や

各
地
の
古
文
書
読
解
講
座
を
受
講

し
た
経
験
が
あ
り
、
連
続
し
て
受

講
が
可
能
な
方
。

定
員
3
0人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法
1
2
月
2
8日
（
金
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
（
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
電
話
番
号
、
従
来
の
受
講
経

験
を
記
入
す
る
こ
と
）

申
込
・
問
合
せ
先
」
〒
7
5
3
山

口
市
後
河
原
1
5
0
‐
1
山
口

県
文
書
館
（
古
文
書
専
修
講
座
担

当
）
　
　
0
8
3
9‐
2
4
‐
2
1

消防署からのお知らせ
なくそう山火事！！

2 月、3 月は空気が乾燥し、火災の起こりや
すい季節となり、この時期には、毎年山火事が
多く発生していますが、山火事を防止するため
に次のことに注意してください。

● たき火や火入れをした後は、完全に消火し、残り火がないこと
をよく確かめましょう。

● 強風時、乾燥時には、たき火や火入れをしないようにしましょ
う。

《平成8 年度全国統一防火標語》
“ 便利さに　慣れて忘れる　火のこわざ

火災のお問合せは、022- 1414
長門地区消防本部

中央消防署　22- 3111
西消防署　032- 1230
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